
Anti-carbonic anhydrase III autoantibodies in
vasculitis syndrome

言語: English

出版者: 

公開日: 2017-07-13

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 齊藤, 理恵

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://fmu.repo.nii.ac.jp/records/2000081URL







学位論文審査結果報告書 

 

平成２５年６月４日 

大学院医学研究科長様 

 

 下記のとおり学位論文の審査を終了したので報告いたします。 

 

【審査結果要旨】  

 氏    名 ： 齊藤 理恵（消化器 リウマチ・膠原病内科） 

 

 学位論文題名 ： Anti-carbonic anhydrase III autoantibodies in 

vasculitis  

   syndrome 

 （血管炎症候群における診断マーカーとしての抗 Carbonic    

    Anhydrase III 抗体について） 

 

 申請者は、原発性血管炎症候群の診断に有用な新規の自己抗体の検索・同定

を目的に、様々な原発性血管炎症候群患者プール血清を用いて、マウス動脈由

来可溶性蛋白を抗原とした Western blot 法と、MALDI-TOF/TOF MS 法によ

って、原発性血管炎症候群における Carbonic Anhydrase III（CAIII）に対す

る自己抗体の存在を見出した。 

 CAIII に対する自己抗体の産生は、関節リウマチや全身性エリテマトーデ

ス、全身性硬化症、1 型糖尿病、Addison 病、自己免疫性甲状腺炎などでも報

告されているが、申請者は原発性血管炎症候群の中では、顕微鏡的多発血管炎

（microscopic polyangiitis; MPA）患者群で、健常人群と比較して陽性率が有

意に高いことを見出した。さらに、抗 CAIII 抗体が陽性の MPA 患者群では、

同抗体が陰性の MPA 患者群と比較して疾患活動性が有意に高いことも見出し

た。以上の研究成果を基に、申請者は抗 CAIII 抗体の測定は MPA の診断や疾

患活動性の評価に有用であると結論した。 

 MPA では、自己抗体 myeloperoxidase(MPO)-ANCA と疾患の相関が既に報

告されているが、申請者は MPA 患者群において血清 MPO-ANCA 値と抗

CAIII 抗体価は相関せず、そのため抗 CAIII 抗体価の測定が ANCA 陰性の

MPA 患者における診断や疾患活動性の評価に有用なマーカーとなる可能性を



提言した。 

 抗 CAIII 抗体価の測定が、ANCA 陰性の MPA における診断や疾患活動性の

ための有用なマーカーとなる可能性を示した知見は新規であり、時流に即した

研究成果といえる。よって、本研究は学位授与に相応しいと考えられる。 

 

 

論文審査委員  主査  関根 英治 

副査  小川 一英 

副査  青田 恵郎 

  


